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このように観測しています



研究の目的

•2018年度に同時観測されたスプライトの3D化

•円形に発生するスプライトの調査と考察



スプライトの観測状況

年度別の観測回数

２０１４ ２０１５ ２０１６ ２０１７ ２０１８ ２０１９

７９ ２０ ２６ ２３ １８ １７



２０１８１２１７ ２１１５１６のスプライト

神戸高校 三本松高校



２０１８１２１７ ２２２５５６のスプライト

神戸高校 三本松高校



２０１９０１０８ ２３５２５７のスプライト

神戸高校 三本松高校



２０１９０１０８ ２３５６５２のスプライト

神戸高校 三本松高校



２０１９０１０８ ２３５９２６のスプライト

神戸高校 三本松高校



２０２００１１５ ０６０２５３のスプライト

神戸高校 三本松高校 磐田南高校



同時観測



3Ｄ化のプログラムに数値を入力する



3D化
（2018 1217 211516）

●スプライト



3D化
（2018 1217 222556）

●スプライト

●スプライトの中心（東経と北緯の平均）



3D化
（2019 0108 235652）

●スプライト

●スプライトの中心（東経と北緯の平均）



3D化
（2019 0108 235257）

●スプライト

●スプライトの中心（東経と北緯の平均）



3D化
（2019 0108 235926）

●スプライト

●スプライトの中心（東経と北緯の平均）



3D化
（2020 0115 060253 ）

●スプライト

●スプライトの中心（東経と北緯の平均）



2018 1217 222556 2019 0108 235652 2019 0108 235257 2019 0108 235926

円形 円形 円形 直線？

スプライトが円形や直線的に発生する条件があるのではないか



過去の3D化したデータにも円形に発生している例があった



20091217 210711 20091218 213109 20091219 221510 20091219 235137 20091220 232815

雷とスプライトの距離を調べた本校の過去の研究結果

やはり円形に発生している傾向がある

→しかし、雷が発生している位置がスプライトの中心ではないことがわかる

今回３D化したものも今後雷のデータと照らし合わせたい

円の半径20㎞ スプライト 雷



Excelを用いた電場のシミュレーションについて

目的

スプライトが円形や直線的に発生するのは何故か調べる

最終的にはスプライトの現象そのものの再現を目指す



計算概要

Laplace方程式 𝛻2φ＝0  
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ここでΔｘ＝Δｙ＝１とすると

Φ(x,y)=
Φ 𝑥+1,𝑦 +Φ 𝑥−1,𝑦 +Φ 𝑥,𝑦+1 +Φ(𝑥,𝑦−1)
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シミュレーションで使う方程式



Φ(x,y+1)
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図のように、ある一点の電位をもとめるには、その近傍の電位の平均が必要である。
図の格子をExcelのセルに見立てて、計算を行った。

ただし、実際には近傍の電位もΦ(x,y)の値に依存するため、周囲の電位は確定されない。

そこでこの手続きを何回も繰り返すことで、全ての値を確定させる(ガウス・ザイデル法）。
Excelでは、「反復計算を行う」の設定を行った

参考 http://teamcoil.sp.u-tokai.ac.jp/lectures/EM1/Poisson/index.html

O



灰色と黄色部分…値を定義する場所
無色部分…計算結果を表示する場所

計算の様子



表の値は実際の雷における正しい値を示すものではない。



今後の展望

・シミュレーションに関して
スカラー場のデータから二次元のベクトル図を描くこと

を当面の目標とする。
作業が煩雑なため、効率よく作業できる方法を考えたい。

・3Ｄ化について
フランクリンから雷データを購入して考察を進める


